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短報

Hirobumi OURA 1952 An Ice Stick Grown on the Surface of 1ce. Low Tenト

perαt'tlre Sctence， 9. 

凍結に際し氷面から生えた氷の棒

大浦浩文

(低温科学研究所応用物理学部門)

ガラス管に水を入れ，空気を抜いて，約 -200Cの低温室に入れてきrくと，時々馬民のような

氷の棒が氷の表面から突出している。乙の島真では氷の棒は約5cmほど延び，ガラス管の墜に

ぶつかって曲うている。(第1図に寝震を帯した方向を矢印で示した。〉

とのように氷の棒ができるわけはさえのように考えられる。表面から水が凍って，氷の中に閉ち、

込められた7](は凍結がすすむにつれて圧カが増し，蒸気圧(OOCでは 0.006気圧)VL較べれば

やっと圧力が高くなる。それで氷点が下って水の滋度が三重点の温度 0.00990C以下になって

も凍らないで、いる。との圧力が高く，充分冷えた水が表商を沿;t-ヲている氷厨の弱い部分をうき

やぶって飛び出すととKなる。ととろが飛び、だしたとたんに水にかかる圧力はその時の蒸気圧に

がえり，そのために氷点はもとにもどって，その水の温度よりも高くなるから，たちまち凍結する

ものと考えられる。

とれK似た現象を Millerllが報告している。被は時計lIU.VL入れた7](を，民主ポンプを使って

蒸発させ、蒸発の潜熱のため7](が凍るととを示ナデモンストレ{ジョンをしていたととろ，ふつ

うは静かに凍って片面が平面のレンズ状の氷ができるのに，あるとき突然， 7](闘が爆発して石物

状の氷ができたと報じている。
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